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
一
、
は
じ
め
に
二
、
側
に
刻
さ
れ
た
詩
と
そ
の
題
三
、
嵩
丘

と
は
ど
こ
の
寺
か
四
、
詩
語
を
め
ぐ
る
考
證
（
１
）
嵩
丘
（
２
）
迸
水
（
３
）
雨

（
４
）
石
牀
五
、
お
わ
り
に
一
、
は
じ
め
に
嵩
山
の
古
刹
で
あ
る
嵩
岳
寺
に
は
、
「
蕭
和
靈
銘
」
と
い
う
石
刻
が
殘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
石
刻
は
、
蕭
和
こ
と
乘
如
禪
師
の
靈
を
建
中
元
年
（
七
八
〇
）
に
建
立
し
た
際
、
そ
の
銘
文
を
刻
し
た
も
の
。
遲
く
と
も
北
宋
時
代
ま
で
に
上
下
に
斷
裂
し
て
二
つ
の
殘
と
な
り
、
爾
來
こ
の
二
つ
は
、
	く
無
關
係
の
石
刻
と
し
て

わ
れ
て
き
た
。
現
在
、
嵩
岳
寺
に
は
上
截
部
分
の
み
が
殘
っ
て
い
る
。
筆
は
曩
に
、
「
安
國
寺
殘
」
と
し
て
陸
繼
輝
『
八
瓊
室
金
石
補
正
續
』
卷
六
十
五
に

さ
れ
て
い
る
文
が
、「
蕭
和
靈

銘
」
の
失
し
た
下
截
部
分
の
陰
で
あ
る
こ
と
を
つ
き
と
め
、
現
存
す
る
上
截
部
分
と
合
體
さ
せ
て
復
元
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
『
大
宋
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
邊
（
上
）

田

一
高
傳
』
の
乘
如
傳
に
は
見
え
な
い
多
く
の
禪
師
の
事
績
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
（
拙
稿
「
『
蕭
和
靈
銘
』
の
文
に
つ
い
て
王
維
・
王
縉
兄
弟
と
の
交
流
を
物
語
る
石
刻
料
の
復
元
」
〈
「
日
本
中
國
學
會
報
第
五
十
八
集
」
〉
參
照
（
１
））。
さ
て
、
こ
の
靈
銘
の
左
右
の
側
に
は
、
王
維
の
詩
と
そ
れ
に
唱
和
し
た
作
不
明
の
同
詠
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
小
稿
で
は
、
「
蕭
和

靈
銘
」
（
以
下
「
靈
銘
」
と
略
記
）
の
文
復
元
に
よ
っ
て
明
し
た
禪
師
の
事
績
や
同
詠
を
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
、
こ
の
王
維
の
詩
と
そ
の
	邊
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
二
、
側
に
刻
さ
れ
た
詩
と
そ
の
題
―
宋
本
以
來
の
詩
題
に
關
す
る
校
訂
ま
ず
側
に
刻
さ
れ
た
詩
二
首
を

げ
る
。
點
（
・
・
・
）
で
表
し
た
部
分
は
、
下
截
部
分
に
刻
さ
れ
た
箇
で
、
字
數
を
特
定
で
き
な
い
も
の
。
側
に
つ
い
て
は
、
『
八
瓊
室
金
石
補
正
續
』
に
も

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
下
截
本
體
を
實
見
で
き
て
い
な
い
現
在
、
詩
題
の
體
像
は
も
と
よ
り
文
字
數
も
不
明
で
あ
る
。
王
維
の
名
お
よ
び
同
詠
の
作
名
も
下
截
部
分
に
刻
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
四
角
（
□
）
で
表
し
た
部
分
は
、
こ
れ
も
下
截
部
分
に
刻
さ
れ
た
文
字
で
あ
る
が
、
字
數
を
特
定
で
き
る
も
の
。
王
維
の
詩
と
同
詠
が
七
言
律
詩
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
缺
字
を
字
數
分
、
四
角
（
□
）
で
表
し
た
（
同
詠
に
つ
い
て
は
、
韻
字
の
位
置
か
ら
各
行
の
缺
字
字
數
を
斷
し
た
）。
な
お
王
維
の
詩
題
と
詩
の
本
文
は
、
右
の
側
に
、
手
か
ら
奧
へ
と
讀
み
め
ら
れ
る
よ
う
に
「
左
行
」
で
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
便
宜
に
右
行
に
改
め
た
。
〈
右
〉
如
和
與
賢
兄
・
・
・
・
・
嘗
下
山
僕
竊
焉
寄
・
・
・
無
天
親
弟
與
兄
嵩
丘
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
林

聲
迸
水
定
香
案
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
有
儼
然
天
竺
古
先
生
〈
左
〉
同
王
右
丞
寄
蕭
和
・
・
・
如
公
錫
杖
倚
三
車
居
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
高
居
壁
枕
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
出
家
惠
惠
時
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
同
詠
の
詩
は
、

詩
等
の
現
存
の
版
本
に
收
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
體
像
を
想
像
す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
。
こ
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で
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、
二
首
の
中
國
詩
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集
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う
ち
王
維
の
詩
に
つ
い
て
、

詩
に
收
載
さ
れ
て
い
る
行
の
本
文
を
げ
て
、
石
刻
び
版
本
と
の
文
字
の
同
を
確
	し
た
い
。

乘
如
禪
師
蕭
居
士
嵩
丘


無
天
親
弟
與
兄
、
嵩
丘

一
峯
。
隨
鳴
磬
烏
下
、
行
踏
空
林

聲
。
迸
水
定
香
案
濕
、
雨
應
共
石
牀
。
深
洞
長
松
何
有
、
儼
然
天
竺
古
先
生
。
宋
蜀
刻
本
（
北
京
圖
書
本
）
は
、
「
迸
」
を
「
」
に
作
り
、
「
牀
」
を
「
林
」
に
作
る
。
い
ず
れ
も
「
迸
」
「
牀
」
の
行
體
を
讀
し
て
版
木
に
上
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
靜
嘉
堂
宋
本
は
「
牀
」
を
俗
體
の
「
床
」
に
作
る
。
『
嵩
書
（
２
）』
で
は
「
有
」
を
「
見
」
に
作
る
が
、
現
存
す
る
王
維
の
別
集
で
「
見
」
に
作
る
も
の
は
な
い
。
よ
っ
て
『
嵩
書
』
上
梓
の
際
、
版
下
工
が
稿
本
を
見
て
、
「
有
」
の
行
書
體
と
そ
の
の
「
儼
」
の
上
部
の
二
つ
の
「
口
」
の
行
體
と
を
續
し
た
も
の
と
見
た
た
め
、「
見
」
と
讀
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、『
嵩
岳
文
志
（
３
）』
で
は
、
こ
の
詩
を
李

登
の
作
と
す
る
。
ま
た
、
『
佩
文
韻
府
』
の
「
香
案
濕
」
の
條
に
は
こ
の
五
、
六
句
が
李
澄
詩
と
し
て
げ
ら
れ
て
い
る
（
４
）。
『
嵩
岳
文
志
』
『
佩
文
韻
府
』
が
參
照
し
た
版
本
な
い
し
は
鈔
本
が
、
こ
の
詩
を
李

登
な
い
し
は
李
澄
の
作
と
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
行
の
王
維
集
版
本
で
は
、
こ
の
詩
を
李

登
な
い
し
は
李
澄
の
作
と
す
る
 は
見
ら
れ
な
い
。

詩
に
收
載
さ
れ
る
こ
の
詩
の
本
文
に
關
し
て
は
、
現
存
す
る
「
靈
!銘
」
"側
の
上
截
部
分
の
文
字
と
何
ら
同
は
な
い
こ
と
が
確
	で
き
た
。
だ
が
、
問
題
は
詩
題
で
あ
る
。
現
存
す
る
宋
本
以
來
の

て
の
王
維
集
版
本
で
は
、
詩
題
が
い
ず
れ
も
「

乘
如
禪
師
蕭
居
士
嵩
丘

」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
校
勘
の
必
#は
無
か
っ
た
。
し
か
し
「
靈
!銘
」
の
"側
に
は
、
詩
題
が
$
の
ご
と
く
「
如
和
%
與
賢
兄
（
中
缺
）
嘗
下
山
。
僕
竊
&焉
。
寄
（
下
缺
）」
と
な
っ
て
お
り
、
版
本
と
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
詩
刻
と
い
う
垂
涎
の
'料
の
發
現
に
よ
っ
て
、
詩
題
の
檢
討
が
ま
ず
求
め
ら
れ
よ
う
。
左
の
"側
に
あ
る
同
詠
の
題
が
「
同
王
右
丞
寄
蕭
和
（
下
缺
）」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
の
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
本
來
、
こ
の
王
維
の
詩
に
は
長
い
詩
題
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
同
詠
の
作
(は
、
そ
の
長
い
詩
題
を
省
略
し
て
、
王
維
の
詩
題
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
「
寄
如
和
%蕭
居
士
（
如
和
%・
蕭
居
士
に
寄
す
）」
を
用
い
て
、
「
同
寄
蕭
和
%蕭
居
士
詩
（
『
蕭
和
%・
蕭
居
士
に
寄
す
』
の
詩
に
同
ず
）」
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
如
和
%」
を
稱
の
「
蕭
和
%」
と
し
た
の
は
、
同
詠
の
作
(に
と
っ
て
「
如
和
%」
で
は
氣
安
い
感
じ
に
す
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
)邊
（
上
）（
*田
）
35
ぎ
る
と
感
ぜ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
「
靈
銘
」
が
建
さ
れ
た
建
中
元
年
（
七
八
〇
）、
王
維
は
に
こ
の
世
に
な
く
、
石
刻
上
に
は
、
そ
の
最
官
名
を
以
っ
て
「
同
王
右
丞
寄
蕭
和
（
下
缺
）」
と
刻
さ
れ
た
。
同
詠
の
作
が
詠
じ
た
際
の
詩
題
中
に
は
、
そ
の
時
點
で
の
王
維
の
官
名
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
同
詠
本
來
の
詩
題
は
、
「
同
王
〔
官
名
〕
寄
蕭
和
蕭
居
士
詩
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
な
ぜ
現
存
の
	版
本
で
は
「

乘
如
禪
師
蕭
居
士
嵩
丘

」
と
い
う
題
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
少
し
く
想
像
を
逞
し
く
し
て
み
た
い
。
王
縉
上
奏
本
の
稿
本
の
段
階
な
い
し
は
鈔
本
轉
寫
の
際
に
、
詩
題
が
省
略
さ
れ
て
「
寄
蕭
和
蕭
居
士
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
鈔
寫
を
繰
り
す
う
ち
に
「
寄
」
を
「

」
と
讀
し
て
「

蕭
和
蕭
居
士
」
と
書
き
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
寄
」
の
體
と
「

」
の
體
は
一
部
相
似
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
後
の
人
が
「

蕭
和
蕭
居
士
」
で
は
ち
き
が
惡
い
と
感
じ
て
、「
居
士
」
の
あ
と
に
、
第
二
句
に
あ
る
「
嵩
丘

」
の
四
字
を
加
え
て
、
「

蕭
和
蕭
居
士
嵩
丘

」
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。「
嵩
丘

」
と
あ
る
が
、「
嵩
丘
寺
」
と
い
う
寺
は
嵩
山
付
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
よ
っ
て
第
二
句
の
「
嵩
丘

」
は
、「
嵩
丘
に
在
る

て

ら
」
の
意
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
第
二
句
で
は
仄
の
關
係
に
よ
り
「
嵩
丘 〇


●
（
嵩
丘
の

）」
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
本
來
、
詩
題
で
は
固
有
名
詞
を
用
い
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
「
嵩
丘

」
の
四
字
が
王
維
自
作
の
詩
題
に
あ
っ
た
と
は
考
え
く
、
後
人
の
付
加
と
思
わ
れ
る
。
「
嵩
丘

」
の
四
字
を
付
加
し
た
人
物
は
、
こ
れ
を
固
有
名
詞
す
な
わ
ち
「
嵩
丘
寺
」
の
意
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、「
蕭
和
蕭
居
士
」
で
は
紛
ら
わ
し
い
の
で
、「
蕭
和
」
と
い
う
稱
を
、
正
式
な
稱
で
あ
る
「
乘
如
禪
師
」
に
改
め
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
總
じ
て
言
え
ば
、
こ
の
詩
題
は
本
來
長
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
早
い
段
階
で
省
略
さ
れ
て
「
寄
如
和
蕭
居
士
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
後
人
が
鈔
寫
を
繰
り
す
う
ち
に
「

乘
如
禪
師
蕭
居
士
嵩
丘

」
に
改
變
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
現
存
す
る
	本
の
詩
題
「

乘
如
禪
師
蕭
居
士
嵩
丘

」
で
は
、
乘
如
禪
師
と
蕭
居
士
の
む
寺
に
立
ち
寄
っ
た
折
の
詩
と
い
う
意
味
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
來
は
長
い
詩
題
で
あ
り
、
そ
の
中
に
「
寄
如
和
蕭
居
士
」
の
文
字
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
少
な
く
と
も
石
刻
の
詩
題
中
に
は
「
寄
」
字
が
存
在
す
る
、
と
な
る
と
、
禪
師
と
居
士
の
む
寺
を
訪
れ
た
時
の
こ
と
を
王
維
が
回
想
し
な
が
ら
詩
に
詠
じ
、
禪
師
と
居
士
の
も
と
に
り
屆
け
た
作
品
と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
36
そ
う
解
釋
す
る
と
、
第
五
・
六
句
に
あ
る
推
定
を
表
す
「
定
」
「
應
」
の
二
字
が
生
き
て
き
て
、
王
維
が
寺
の
樣
子
を
想
像
し
な
が
ら
、
「
今
頃
は
き
っ
と
～
で
し
ょ
う
ね
」
と
く
に
い
る
禪
師
や
居
士
を
思
い
や
っ
て
い
る
樣
子
が
讀
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
三
、
嵩
丘

と
は
ど
の
寺
か
に
、
嵩
丘

の
在
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
「
靈
銘
」
の
陽
に
「
於
嵩
岳
寺
中
之
西
」
と
あ
り
、
陰
に
は
「
	

愴
於
山
北
寺
、
將
有
俟
焉
。
居
士
名
時
、
身
於
嵩
丘
、
不
本
也
。
…
（
中
略
）
…
建
中
元
年
正
十
七
日
、
自
山
北
寺
之
。
（
	に
山
北
の
寺
に

愴 そ
し
、
將
に
俟
つ
有
ら
ん
と
す
。
居
士
名
は
時
。
身
を
嵩
丘
に

て
、
本
を
れ
ざ
る
な
り
。
…
（
中
略
）
…
建
中
元
年
正
十
七
日
、
山
北
の
寺
よ
り
之
を
す
）」
と
あ
る
。
禪
師
の
骨
は
「
山
北
の
寺
」
に
假
埋
さ
れ
、
建
中
元
年
正
に
そ
こ
か
ら
嵩
岳
寺
に
さ
れ
、
正
式
に
靈
の
中
に
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
靈
が
建
て
ら
れ
た
場
は
「
嵩
岳
寺
の
中
の
西
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
こ
の
事
實
の
み
で
は
、
「
靈
銘
」
の
側
に
刻
さ
れ
た
詩
の
臺
が
嵩
岳
寺
で
あ
っ
た
と
い
う
證
據
に
は
な
ら
な
い
。
乘
如
禪
師
・
蕭
居
士
が
居
し
た

と
は
ど
こ
の
寺
で
あ
ろ
う
か
。
「
靈
銘
」
陰
に
「
和

與
和
常
居
中
岳
（
和


和
と
常
に
中
岳
に
居
す
）」
と
あ
っ
て
「
雖
生
滅
之
理
・
廟
之
儀
、
孰
敢
專
（
生
滅
の
理
・
廟
の
儀
と
雖
も
、
孰
か
敢
へ
て
專
ら
せ
ん
）」
と
あ
り
、

の
「
	

愴
於
山
北
寺
、
將
有
俟
焉
。
居
士
名
時
、
身
於
嵩
丘
、
不
本
也
」
に
續
い
て
い
る
。
「
和

與
和
常
居
中
岳
」
は
上
截
の
上
端
部
分
よ
り
刻
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
文
章
の
直
は
下
截
の
下
端
に
あ
た
る
。
直
部
分
は
、
復
元
に
用
い
た
「
安
國
寺
殘
」
で
も
失
し
た
部
分
に
あ
た
り
、
容
は
く
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、「
和

與
和
常
居
中
岳
」
の
「
和
」
は
、「
常
居
中
岳
」
の
動
詞
「
居
」
の
語
と
考
え
ら
れ
、
陽
の
「
兄
曰
時
和
」
と
あ
る
禪
師
の
俗
兄
の
名
「
時
和
」
の
「
和
」
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
直
に
は
蕭
居
士
の
名
「
時
」
が
加
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
蕭
居
士
時
が
「
身
を
嵩
丘
に
て
、
本
を
れ
」
な
か
っ
た
と
い
う
容
に
續
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
靈
を
嵩
丘
の
嵩
岳
寺
に
建
て
た
こ
と
に
つ
い
て
、
禪
師
の
兄
時
和
が
禪
師
と
い
こ
ろ
中
岳
（
嵩
山
）
に
ん
だ
「
本
（
む
か
し
の
こ
と
）」
を
れ
て
は
い
な
い
こ
と
と
關
づ
け
て
 價
し
て
い
る
點
が
特
に
!目
さ
れ
よ
う
。
族
で
あ
る
蕭
居
士
が
、
嵩
岳
寺
に
靈
を
た
て
た
こ
と
は
、
格
別
に
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
禪
師
が
い
こ
ろ
に
嵩
山
に
ん
で
い
た
こ
と
は
"
#い
な
い
。
そ
れ
も
嵩
岳
寺
に
居
し
て
い
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
$邊
（
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う
か
。
の
崔
（
？
～
７
３
９
）
の
詩
は
、
そ
の
可
能
性
を
更
に
高
め
る
材
料
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。
宿
大
和



如
上
人
	

常
孫
二
山
人
（
大
和

に
宿
り
如
上
人
に

し
	ね
て
常
・
孫
二
山
人
に

す
）
支
公
已
寂
滅
支
公
已
に
寂
滅
し
影
山
上
古
影

山
上
古
し
更
有
眞
來
更
に
眞
の
來
る
有
り
て
場
救


場

を
救
ふ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
詩
題
の
「
大
和

」
は
大
禪
師
秀
を
祭
る
靈
の
こ
と
。
馬
大
品
・
方
・
沈
舒

『
中
國
佛
詩
歌
總
彙
（
５
）』
に
お
け
る
當
該
詩
の
釋
（
謝
建
忠
執
筆
）
で
は
、
こ
の
「
如
上
人
」
を
法
如
と
す
る
。
し
か
し
中
岳
法
如
は
永
昌
元
年
（
六
八
九
）
に
示
寂
し
た

で
あ
り
（
６
）、
開
元
二
十
六
年
（
七
三
八
）
に
士
に
第
し
て
年
に

し
た
崔
と
は
時
代
が
合
わ
な
い
。
崔
と
同
時
代
の
人
物
で
、
大

禪
師
秀
の
法
統
に
屬
し
、
か
つ
嵩
山
に
の
深
い
と
な
る
と
、
乘
如
禪
師
を
措
い
て
他
に
は
考
え
に
く
い
。
「
如
上
人
」
は
「
靈
銘
」
側
の
王
維
の
詩
題
に
あ
る
「
如
和
」
、
ち
乘
如
禪
師
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
「
常
・
孫
の
二
山
人
」
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る （
７
）。
第
一
句
「
支
公
」
は
晉
の
支
遁
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
支
遁
の
よ
う
な
高
で
あ
ら
れ
た
大
禪
師
の
意
。
第
二
句
「
影
」
は
大
禪
師
を
、
第
三
句
「
眞
」
は
如
上
人
を
そ
れ
ぞ
れ
指
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
大
禪
師
と
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
李
艤
の
「
嵩
岳
寺

（
８
）」
文
に
お
け
る
嵩
岳
寺
域
の
建
物
を
解
し
た
部
分
に
、
大
禪
師
に
つ
い
て
の
記
 が
あ
る
。
南
有
輔
山
、
古
之
靈
臺
也
。
中
宗
孝
和
皇
!、
詔
於
其
頂
"爲
大
秀
禪
師
十
三
#
$圖
有
提
靈
廟
。
（
南
に
輔
山
有
り
、
古
の
靈
臺
な
り
。
中
宗
孝
和
皇
!、
詔
し
て
其
の
頂
に
"
し
た
ひ
て
大
秀
禪
師
の
爲
に
十
三
#の
$圖
び
有
提
の
靈
廟
を
爲
る
。）
こ
の
文
章
の
直
%が
、
魏
の
八
極
殿
の
&址
に
あ
る
西
方
禪
院
の

明
で
あ
る
の
で
、
西
方
禪
院
の
南
に
あ
る
輔
山
の
頂
上
に
、
大
禪
師
の
爲
に
ら
れ
た
「
$圖
」
ち
と
「
有
提
靈
廟
」
ち
招
提
て
ら
の
あ
る
靈
廟
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
禪
師
が
輔
山
の
頂
'上
'に
あ
る
と
い
う
記
 と
、
%
 の
崔
の
詩
の
第
二
句
「
影

山
'上
'古
し
」
が
合
(す
る
。
崔
は
)頭
四
句
で
、
大
禪
師
が
示
寂
し
て
よ
り
時
が
流
れ
た
が
、
今
度
ま
た
「
眞
」
で
あ
る
如
上
人
が
お
い
で
に
な
っ
て
場
で
人
々
の
惱
を
救
っ
て
く
だ
さ
る
、
と
詠
ん
で
い
る
。
と
な
る
と
乘
如
禪
師
が
嵩
岳
寺
の
*持
に
な
っ
て
+も
な
い
頃
の
作
品
と
考
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
38
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
（
９
）。
こ
れ
ら
の
況
證
據
か
ら
、
乘
如
禪
師
が
嵩
岳
寺
に
し
て
い
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
よ
っ
て
嵩
丘

は
、
嵩
岳
南
麓
に
あ
る
嵩
岳
寺
と
斷
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
四
、
詩
語
を
め
ぐ
る
考
證
（
１
）
嵩
丘
「
嵩
丘
」
の
在
に
つ
い
て
は

	が
あ
る
。
小
川
・

留
・
入
谷
譯
『
王
維
詩
集
（
）』
の
當
該
詩
（

留
春
雄
擔
當
）
で
は
の
よ
う
に
解
	す
る
。
嵩
丘
は
嵩
高
山
の
一
山
で
あ
ろ
う
か
。
潘
岳
の
「
懷
の
賦
」
に
「
嵩
丘
の
山
を
ず
」
、
李
善
に
陸
機
「
洛
陽
記
」
の
嵩
高
は
洛
陽
東
南
五
十
里
に
在
り
」
を
引
く
こ
と
か
ら
す
る
と
嵩
高
山
の
ご
と
く
思
え
る
が
、
同
じ
賦
の
す
ぐ
後
の
「
に
太
室
を
瞻
、
傍
ら
に
嵩
丘
を
眺
む
」
お
よ
び
そ
の
に
よ
る
と
、
嵩
高
山
中
の
個
々
に
つ
い
て
い
う
よ
う
で
あ
る
。
入
谷
仙
介
『
王
維
究
（
）』
も
、
「
嵩
丘
は
嵩
山
の
一
峯
」
と
す
る
。
い
ず
れ
も
嵩
山
の
中
の
一
山
・
一
峰
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
が
目
さ
れ
る
。
一
方
、
陳
鐵
民
『
王
維
集
校

（
）』
で
は
「
嵩
丘
：
嵩
山
」
と
し
て
、
嵩
山
體
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
楊
文
生
『
王
維
詩
集
箋

（
）』
で
は
「
嵩
丘
少
室
」
と
し
て
、
太
室
・
少
室
に
二
分
さ
れ
る
嵩
山
の
少
室
に
限
定
し
て
い
る
。
で
は
、
い
っ
た
い
嵩
丘
と
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
潘
岳
の
「
懷
賦
」
を
ま
ず
見
る
こ
と
に
す
る
。
「
懷
賦
」
は
、
九
年
ぶ
り
に
岳
父
の

を
詣
で
た
折
に
作
っ
た
作
品
。

に
到
し
た
と
き
の
樣
子
を
「

瞻
太
室
、
傍
眺
嵩
丘
。
東
武
託
焉
、
建
塋
疇
。
巖
巖
雙
表
、
列
列
行
楸
。
彼
楸
矣
、
感
于
予
思
。
（
に
太
室
を
瞻
、
傍
ら
に
嵩
丘
を
眺
む
。
東
武
焉 こ
こに
託 つ
き
て
、
塋
を
建
て
疇
を
く
。
巖
巖
た
る
雙
表
、
列
列
た
る
行
楸
。
彼
の
楸
を
め
ば
、
予
が
思
ひ
を
感
ぜ
し
む
。
）」
と
表
現
し
て
い
る
。
「

瞻
太
室
、
傍
眺
嵩
丘
」
の
部
分
は
解
釋
困
な
表
現
で
あ
る
。
李
善
は
の
よ
う
に
し
て
い
る
。
小
	曰
、
昔
傅
亮
北
征
、
在
河
中
流
、
或
人
問
之
曰
、
潘
安
仁
作
懷
賦
曰
、
瞻
太
室
、
傍
眺
嵩
丘
。
嵩
丘
太
室
一
山
、
何
云
瞻
傍
眺
哉
。
亮
對
曰
、
有
嵩
丘
山
、
去
太
室
七
十
里
。
此
是
寫
書
耳
。
（
小
	に
曰
は
く
、
「
昔
傅
亮
北
征
し
て
河
の
中
流
に
在
り
。
或
る
人
之
に
問
ひ
て
曰
は
く
、
『
潘
安
仁
懷
の
賦
を
作
り
て
曰
は
く
、
〈
に
太
室
を
瞻
、
傍
に
嵩
丘
を
眺
む
〉
と
。
嵩
丘
・
太
室
は
一
山
な
り
。
何
ぞ
に
瞻
、
傍
に
眺
む
と
云
ふ
か
』
と
。
亮
對
へ
て
曰
は
く
、
『
嵩
丘
山
有
り
、
太
室
を
去
る
こ
と
七
十
里
な
り
。
此
は
是
れ
寫
書
の

れ
る
の
み
』」
と
）
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
邊
（
上
）（
 田
）
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李
善
が
で
引
用
し
た
小
に
お
い
て
傅
亮
は
、
嵩
丘
と
太
室
は
一
つ
の
山
で
あ
る
の
に
ど
う
し
て
潘
岳
は
「
瞻
太
室
、
傍
眺
嵩
丘
」
と
言
っ
て
い
る
の
か
と
問
わ
れ
て
、
（
嵩
丘
は
嵩
岳
で
は
な
く
嵩
丘
山
と
い
う
別
の
山
で
あ
る
が
）
、
嵩
丘
山
は
太
室
か
ら
七
十
里
も
離
れ
て
お
り
、
（
そ
れ
ほ
ど
離
れ
た
二
つ
の
山
に
つ
い
て
「
に
太
室
を
瞻
、
傍
に
嵩
丘
を
眺
む
」
と
い
う
の
は
不
自
然
で
あ
る
か
ら
、
）
こ
の
部
分
は
寫
書
の
り
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
一
方
、
劉
良
は
こ
う
す
る
。
太
室
嵩
丘
皆
中
岳
名
。
今
云
瞻
太
室
、
傍
眺
嵩
丘
、
似
是
他
山
。
傳
寫
之
。
（
太
室
・
嵩
丘
は
皆
な
中
岳
の
名
な
り
。
今
「

に
太
室
を
瞻
、
傍
に
嵩
丘
を
眺
む
」
と
云
ふ
は
、
是
れ
他
の
山
の
似 ご
と
し
。
ら
く
は
傳
寫
の
な
ら
ん
。）
劉
良
は
嵩
丘
を
嵩
岳
と
と
ら
え
、
「
太
室
・
嵩
丘
は
皆
な
中
岳
の
名
な
り
」
と
し
、
「
瞻
太
室
、
傍
眺
嵩
丘
」
で
は
二
つ
の
別
の
山
の
よ
う
に
見
え
る
か
ら
、
傳
寫
の
り
と
考
え
て
い
る
。
兩
の
考
え
は
細
部
で
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
「
瞻
太
室
、
傍
眺
嵩
丘
」
は
不
自
然
な
表
現
で
あ
る
と
の
	識
か
ら
、
こ
の
部
分
は
寫
と
結
論
づ
け
て
い
る
點
で
共

し
て
い
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
「
懷
賦
」
の
く
だ
ん
の
部
分
か
ら
「
嵩
丘
」
の
在
は
推
測
で
き
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
李
善
・
劉
良
兩
か
ら
、
嵩
丘
に
は
「
嵩
丘
山
」
と
「
嵩
岳
」
の
二
義
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
嵩
岳
と
は
な
る
「
嵩
丘
」
に
つ
い
て
は
、
『
嵩
（
）』
卷
五
に
記
載
が
あ
る
。山
東
盡
處
、
爲
竹
園
嶺
、
玉
案
山
。
古
嵩
祠
在
其
上
、
謂
嵩
丘
。
爾
、
天
下
名
丘
五
、
三
在
河
南
、
嵩
其
一
也
。
按
韋
行
儉
、
廟
在
東
南
嶺
上
、
後
徙
蓋
山
。
元
魏
時
改
卜
於
岳
之
東
南
、
爲
今
祠
。
邑
東
南
別
無
嶺
、
惟
竹
園
嶺
似
。
潘
岳
懷

賦
云
、
瞻
太
室
、
傍
眺
嵩
丘
。
傅
亮
稱
別
有
嵩
丘
、
太
室
十
七
里
。
昔
人
豈
不
知
嵩
高
峻
極
、
乃
指
垤
垤
培
爲
巍
巍
岳
哉
。
當
晉
時
、
廟
固
未
徙
、
指
嵩
祠
在
之
地
、
目
爲
嵩
丘
、
非
竟
以
丘
爲
嵩
也
。
斯
嶺
在
太
室
傍
、
里
相
去
、
甚
爲
吻
合
。
然
則
竹
園
嶺
之
爲
古
嵩
丘
也
、
無
疑
義
矣
。
（
山
の
東
に
盡
く
る
處
、
竹
園
嶺
た
り
、
ち
玉
案
山
な
り
。
古
の
嵩
祠
は
其
の
上
に
在
り
て
、
嵩
丘
と
謂
ふ
。
爾
に
、
天
下
の
名
丘
五
あ
り
、
三
は
河
南
に
在
り
、
嵩
は
其
の
一
な
り
と
。
の
韋
行
儉
の
を
按
ず
る
に
、
廟
は

も
と
東
南
の
嶺
上
に
在
り
、
後
に
蓋
山
に
徙
せ
り
と
。
元
魏
の
時
、
改
め
て
岳
の
東
南
に
卜
す
。
今
の
祠
た
り
。
邑
の
東
南
に
別
に
嶺
無
く
、
惟
だ
竹
園
嶺
の
み
似
す
。
潘
岳
の
懷
賦
に
云
ふ
、
に
太
室
を
瞻
、
傍
ら
に
嵩
丘
を
眺
む
と
。
傅
亮
別
に
嵩
丘
有
り
て
太
室
を
去
る
こ
と
十
七
里
な
り
と
稱
す
。
昔
人
豈
に
嵩
高
の
峻
極
な
る
を
知
ら
ず
し
て
乃
ち
垤 て
つ
垤 て
つた
る
培

ほ
う
ろ
うを
指
し
て
巍
巍
中
國
詩
文
論
叢
第
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た
る
岳
と
爲
さ
ん
や
。
晉
時
に
當
り
て
、
廟
固
よ
り
未
だ
徙
ら
ず
、
嵩
祠
在
の
地
を
指
し
て
、
目
し
て
嵩
丘
と
爲
す
。
竟
に
丘
を
以
て
嵩
と
爲
す
に
非
ざ
る
な
り
。
斯
の
嶺
太
室
の
傍
に
在
り
て
、
里
相
去
る
こ
と
、
甚
だ
吻
合
を
爲
す
。
然
ら
ば
則
ち
竹
園
嶺
の
古
嵩
丘
た
る
や
、
疑
義
な
し
。）
玉
案
山
の
上
に
古
嵩
祠
が
あ
り
、
そ
こ
を
嵩
丘
と
言
う
と
す
る
。
し
か
し
そ
の
あ
た
り
に
寺
が
存
在
し
た
形
跡
が
な
い
。
よ
っ
て
嵩
丘


は
竹
園
嶺
（
玉
案
山
）
と
は
考
え
に
く
い
。
「
靈
銘
」
に
「
於
嵩
岳
寺
中
之
西
…
…
」
と
あ
り
、
陰
に
「
	身
於
嵩
丘
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
嵩
岳
寺
付

は
嵩
丘
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
な
る
と
、
嵩
丘

の
嵩
丘
は
玉
案
山
で
は
な
く
嵩
山
と
同
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
嵩
山
の
一
山
・
一
峰
で
は
な
く
嵩
山
體



を
言
う
語
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
宋
之
問
の
「
下
嵩
山
歌
」
に
は
「
下
嵩
丘
兮
多
思
、
携
佳
人
兮

・
・
遲
遲
（
嵩
丘
を
下
り
て
思
ふ
多
く
、
佳
人
を
携
へ
て
み
遲
遲
た
り
）」
と
あ
り
、
李
白
の
「
嵩
山
焦
師
」
の
序
に
は
「
嵩
丘
有
人
焦
師
・
・
（
嵩
丘
に
人
焦
師
な
る
有
り
）」
と
あ
り
、
同
じ
く
李
白
の
「

于
十
八
應
四
子

第
嵩
山
」
に
は
「
君
嵩
丘
、
開
眄
庭
柯
・
・
（
君
に
む
嵩
丘
に
り
、
開
し
て
庭
柯
を
眄 か
へ
りみ
よ
）」
と
あ
る
。
三
首
の
詩
中
に
あ
る
「
嵩
丘
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
題
に
あ
る
「
嵩
山
」
と
同
義
で
あ
ろ
う
。
王
維
の
詩
中
で
は

の
ご
と
く
仄
の
關
係
で
嵩
丘

と
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
「
嵩
丘
」
は
嵩
山
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、
「
嵩
丘
の

」
は
竹
園
嶺
（
玉
案
山
）
で
は
な
く
、
嵩
山
に
あ
る
寺
の
意
と
な
り
、

の

の
在
考
證
の
結
果
（
嵩
丘

は
嵩
岳
太
室
南
麓
の
「
嵩
岳
寺
」
）
と
す
ん
な
り
繋
が
る
わ
け
で
あ
る
。
（
２
）
迸
水
第
五
句
に
「
迸
水
」
と
あ
る
が
、
こ
の
詩
の
臺
と
考
え
ら
れ
る

代
の
嵩
岳
寺
に
は
、
「
流
泉
」
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
王
維
と
交
友
關
係
の
あ
っ
た
儲
光
羲
の
詩
「
至
閑
居
舍
正
上
人
天
后
故
宮
」
（
閑
居
舍
ち
閑
居
寺
は
、
嵩
岳
寺
の
名
）
に
「
流
泉
自
 池




、
!松
信
饒
風
」
と
あ
り
、
泉
が
流
れ
出
て
池
に
な
っ
て
い
る
場
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
事
實
、
李
艤
「
嵩
岳
寺
」
に
「
菱
鏡
漾
于
玉
池
」
と
あ
る
。
こ
の
泉
は
以
後
も
涸
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
『
嵩
書
』
卷
三
二
の
「
菱
鏡
泉
」
の
條
に
"の
よ
う
に
#明
さ
れ
て
い
る
。
在
太
室
嵩
岳
寺
之
後
。
無
名
稱
。
予
按
、
李
北
$
有
菱
鏡
漾
于
玉
池
之
語
、
%引
以
爲
名
焉
。
（
太
室
の
嵩
岳
寺
の
後
に
在
り
。

も
と
名
稱
無
し
。
予
按
ず
る
に
、
李
北
$の
に
「
菱
鏡
玉
池
に
漾
ふ
」
の
語
有
り
て
、
遂
に
引
き
て
以
て
名
と
爲
す
。）
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
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李
艤
や
儲
光
羲
が
詩
文
に
特
筆
す
る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
よ
ほ
ど
印
象
な
流
泉
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
嵩
岳
寺
の
泉
に
は
「

味
泉
」
の
故
事
が
殘
さ
れ
て
い
る
。『
法
珠
林
』
卷
一
〇
一
に
の
よ
う
に
あ
る
。
有
百
人
、
泉
水
纔
足
。
忽
見
人
敝
衣
挾
箒
、
却
坐
階
上
、
聽
誦
經
。
衆
不
測
爲
也
。
便
訶
之
。
有
愠
色
。
以
足
味
泉
、
立
竭
、
身
亦
不
現
。
衆
以
	稠
。
稠
呼
優
婆
夷
。
三
呼
乃
出
。
便
謂
曰
、「
衆
行

、
宜
加
擁
」。
人
以
足
撥
於
故
泉
、
水
上
涌
。
（
百
人
有
り
て
、
泉
水
纔
か
に
足
る
。
忽
ち
見
る
、

人
の
敝
衣
も
て
箒
を
挾
み
、
却 ま
た
階
上
に
坐
り
て
、
の
誦
經
を
聽
く
を
。
衆
た
る
を
測 お
も
は
ざ
る
や
、
便
ち
訶 し
か
り
て
之
を
る
。

愠
む
色
有
り
。
足
を
以
て
泉
を
味
む
に
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
竭
き
、
身
も
亦
た
現
は
さ
ず
。
衆
以
て
稠
に
	ぐ
。
稠
優
婆
夷
を
呼
ぶ
。
三
た
び
呼
ぶ
に
乃
ち
出
づ
。
便
ち
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、
「
衆


を
行
ふ
に
、
宜
し
く
擁
を
加
ふ
べ
し
」
と
。
人
足
を
以
て
故
の
泉
を
撥
ね
る
に
、
水

ち
上
り
涌
く
。）
衆
に
い
拂
わ
れ
た

が
、
怒
っ
て
嵩
岳
寺
の
泉
を
涸
ら
し
た
が
、
稠
和
は

を
な
だ
め
て
、
再
び
泉
の
水
を
き
上
が
ら
せ
た
故
事
で
あ
る
。
王
維
は
、
嘗
て
見
た
嵩
岳
寺
の
泉
を
思
い
出
し
て
こ
の
故
事
を
想

し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
他
に
も
想
し
た
故
事
が
あ
る
よ
う
だ
。
「
靈
銘
」
の
左
の
側
に
刻
さ
れ
た
作
不
詳
の
同
詠
第
七
句
に
は
、
禪
師
と
居
士
を

・
時
兄
弟
に
擬
え
る
箇
が
み
ら
れ
る
。
王
維
と
同
詠
の
作
の
に
は

の
故
事
が
話
題
に
上
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の

に
は
、
杖
で
池
を
掘
る
と
水
が
迸
り
で
た
と
い
う
『
法
珠
林
』
の
有
名
な
故
事
が
存
在
す
る
。
王
維
が
「
迸
水
」
の
語
を
用
い
た
の
は
、
嵩
岳
寺
の
流
泉
か
ら
稠
和
の
故
事
を
思
い
出
し
、
さ
ら
に
、
嵩
岳
寺
に
む
乘
如
禪
師
・
蕭
居
士
弟
兄
が

・
時
兄
弟
に
擬
え
得
る
こ
と
か
ら
、

の
故
事
が
想
さ
れ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
た
だ
、
な
ぜ
迸
水
が
「
香
案
を
し
て
濕
ふ
」
の
か
が
疑
問
で
あ
る
。
泉
が
き
出
る
の
は
有
り
い
こ
と
で
あ
る
が
、
香
爐
を
載
せ
た
つ
く
え
ま
で
も
潤
わ
せ
る
必
は
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
王
維
が
想
し
た
故
事
は
、
稠
和
と

の
故
事
以
外
に
も
あ
る
よ
う
だ
。
『
法
珠
林
』
卷
七
十
六
に
み
え
る
晉
の
佛
圖
澄
の
故
事
が
そ
れ
で
あ
る
。
襄
國
塹
水
源
、
在
西
北
五
里
團
圓
祠
下
。
其
水
暴
竭
。
勒
問
澄
曰
、
何
以
水
。
澄
曰
、
今
當
龍
。
勒
字
世
龍
、
謂
澄
嘲
己
。
答
曰
、
正
以
龍
不
能
水
故
相
問
耳
。
澄
曰
、
此
 言
非
戲
也
。
水
泉
之
源
、
必
有
龍
居
之
。
今
!
語
、
水
必
可
得
。
迺
中
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與
弟
子
法
首
等
數
人
、
至
泉
源
上
。
其
源
故
處
久
已
乾
燥
桿
如
車
轍
。
從
心
疑
水
得
。
澄
坐
繩
牀
、
燒
安
息
香
、
願
數
百
言
。
如
此
三
日
、
水
忽
然
流
。
有
一
小
龍
長
五
六
寸
許
。
隨
水
來
出
。

士
競
	

之
。
澄
曰
、
龍
有
毒
氣
、
勿
臨
其
上
。
有
頃
水
大
至
、
隍
塹
皆
滿
。
（
襄
國
塹
の
水
源
は
、
の
西
北
五
里
の
團
圓
祠
の
下
に
在
り
。
其
の
水
暴
か
に
竭
く
。
勒
澄
に
問
ひ
て
曰
は
く
、
何
を
以
て
水
を
す
と
。
澄
曰
は
く
、
今
當
に
龍
を

ね
ぎ
らふ
べ
し
と
。
勒
字
は
世
龍
な
る
に
、
澄
己
を
嘲
け
る
と
謂 お
も
ひ
、
答
へ
て
曰
は
く
、
正
に
龍
を
以
て
水
を
す
能
は
ざ
る
が
故
に
相
ひ
問
ふ
の
み
と
。
澄
曰
は
く
、
此
れ
の
言
に
し
て
戲
に
非
ざ
る
の
み
。
水
泉
の
源
、
必
ず
龍
の
之
に
居
す
る
有
り
。
今
	き
て
ひ
語
ら
ば
、
水
必
ず
得
べ
し
と
。
迺
ち
弟
子
法
首
等
數
人
と
、
泉
源
の
上
に
至
る
。
其
の
源
の
故
の
處
久
し
く
已
に
乾
燥
し
、
桿
く
る
こ
と
車
轍
の
ご
と
し
。
從

心
に
ら
く
は
水
得
し
と
疑
ふ
。
澄
繩
牀
に
坐
り
、
安
息
香
を
燒
き
、
願
す
る
こ
と
數
百
言
。
此 か
く
の
ご
と
く
し
て
三
日
、
水
忽
然
と
し
て
か
に
流
る
。
一
小
龍
の
長
さ
五
六
寸
許
り
有
り
。
水
に
隨
ひ
て
來
り
出
づ
。

士
競
ひ
て
	き
て
之
を

る
。
澄
曰
は
く
、
龍
に
毒
氣
有
り
、
其
の
上
に
臨
む
勿
れ
と
。
頃
有
り
て
水
大
い
に
至
り
、
隍
塹
皆
滿
て
り
。）
襄
國
の

塹
ま
ち
の
ほ
り
わ
り
の
水
源
が
涸
れ
た
時
、
佛
圖
澄
は
「
水
源
の
源
に
は
龍
が
ん
で
い
る
か
ら
、
龍
を
ね
ぎ
ら
え
ば
水
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
っ
た
と
こ
ろ
、
果
し
て
水
が
き
出
た
と
い
う
故
事
で
あ
る
。
王
維
は
乘
如
禪
師
の
法
力
を
、
「
繩
牀
」
に
坐
り
「
香
」
を
焚
い
て
る
こ
と
で
涸
れ
た
水
源
を
復
活
さ
せ
た
佛
圖
澄
の
法
力
に
擬
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
迸
水
が
「
香
案
を
し
て
濕
ふ
」
樣
子
を
想
像
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
詩
中
で
は
「
繩
牀
」
を
、
嵩
岳
寺
に
實
際
に
存
在
し
た
「
石
牀
」
に
換
え
て
い
る
（
嵩
岳
寺
の
石
牀
に
つ
い
て
は
後
）。
王
維
は
「
迸
水
定
香
案
濕
」
と
詠
ん
で
、
こ
の
三
つ
の
奇
跡
譚
と
禪
師
を
關
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
禪
師
の
法
力
を
こ
の
上
な
く
賞
贊
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
さ
に
フ
ォ
ル
ツ
ァ
ン
ド
な
贊
美
の
和
で
あ
る
。
（
３
）
雨

第
六
句
の
「
雨
」
に
つ
い
て
は
、
趙
殿
『
王
右
丞
集
箋
』
や
陳
鐵
民
『
王
維
集
校
』
で
は
『
法
經
』
を
引
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
入
谷
『
王
維
究
』
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
雨
臺
」
の
故
事
を
ふ
ま
え
る
も
の
だ
ろ
う
。
『
六
事
跡

』
の
「
雨
臺
」
の
條
に
梁
武
時
、
有
雲
光
法
師
、
 經
於
此
、
感
得
天
雨
賜
、
天
厨
獻
!。
（
梁
の
武
の
時
、
雲
光
法
師
有
り
て
、
經
を
此
に
 ず
る
に
、
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
"邊
（
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天
雨
を
賜
ひ
、
天
厨
を
獻
ず
る
を
感
得
す
）
と
あ
る
。
梁
の
武
の
時
代
に
、
建
康
の
雨
臺
に
お
い
て
雲
光
が
經
典
を
じ
た
際
に
、
天
が
	っ
た
と
い
う
も
の
。
と
こ
ろ
で
、
王
維
の
詩
に
詠
み
こ
ま
れ
た
こ
の
奇
瑞
、
武
の
時
代
の
こ
と
で
あ
る
點
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
禪
師
が
武
六
代
の
孫
で
あ
る
こ
と
が
「
靈

銘
」
の
本
文
か
ら
明
し
た
か
ら
で
あ
る
。
王
維
は
禪
師
の
出
自
を
意
識
し
た
か
ら
こ
そ
、
敢
え
て
武
時
代
の
雲
光
の
故
事
を
用
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
嵩
岳
寺
と
雨
は
ど
う
關
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
儲
光
羲
の
「
至
岳
寺
大
大
照
禪

上
上
人
」
（
岳
寺
は
嵩
岳
寺
）
に
、
「
燕
息
雲
滿
門
、
出

隱
（
燕
息
す
れ
ば
雲
門
に
滿
ち
、
出
す
れ
ば

を
隱
す
）」
と
あ
る
。
嵩
岳
寺
の
境
の
々
は
、
坊
を
隱
さ
ん
ば
か
り
に
き
亂
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
王
維
は
、
そ
う
い
っ
た
現
實
に
存
在
す
る
景
か
ら
「
雨
臺
」
の
故
事
を
想
し
て
、
詩
に
詠
み
こ
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
４
）
石
牀
『
嵩
書
』
は
潘
岳
の
關
中
記
を
引
い
て
嵩
山
の
石
室
に
つ
い
て
明
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
石
牀
が
置
か
れ
て
い
た
と
す
る
。
嵩
高
山
石
室
十
余
孔
、
有
石
牀
・
池
水
・
飮
之
。
士
多
之
、
可
以
世
。
（
嵩
高
山
の
石
室
十
余
孔
に
、
石
牀
・
池
水
・
飮
の
有
り
。
士
多
く
之
に
び
、
以
て
世
を
く
）。
岩
波
文
庫
『
王
維
詩
集
』
で
は
、
こ
の
石
牀
を
「
石
の
寢
臺
。
仙
人
隱


物
。
」
と
し
て
い
る
。
た
し
か
に

と
も
の
深
い
物
で
あ
る
が
、
王
維
の
こ
の
詩
は
佛
寺
が
臺
で
あ
る
。
坐
禪
の
際
に
用
い
ら
れ
た
石
牀
と
考
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
佛
詩
に
お
け
る
「
石
牀
」
の
用
例
は
、
中
以
後
の
作
品
に
見
ら
れ
る
。禪
定
石
床
 
禪
定
石
床
 か
く
!移
山
樹
秋
!移
り
て
山
樹
秋
な
り
（
韓
愈
「
"無
懷
禪
師
」）
石
床
孤
夜
坐
石
床
孤 ひ
とり
夜
坐
し
圓
!上
#山
圓
!
#山
に
上
る
（
#山
詩
）
四
面
$石
牀
四
面
$石
の
牀
一
峯
苔
蘚
色
一
峯
苔
蘚
の
色
（
靈
澈
「
棲
霞
山
夜
坐
」）
王
維
の
「
雨
應
共
石
牀
%」
の
句
は
、
坐
禪
用
の
「
石
牀
」
を
詠
み
&ん
だ
早
い
例
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
'
(の
「
至
岳
寺
大
大
照
禪

上
上
人
」
で
「
出

隱
」
と
詠
ま
れ
て
い
た
よ
う
に
、
嵩
岳
寺
に
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
々
が
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
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き
誇
っ
て
い
た
。
た
く
さ
ん
の
坐
禪
用
の
石
牀
が
そ
の
く
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。

を
み
隱
す
よ
う
な
嵩
高
い
々
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
王
維
は
「
雨

應
に
石
牀
と
共
に
か
な
り
（
天
	の
よ
う
に
素

ら
し
い
々
は
、
今
頃
き
っ
と
石
牀
と
同
じ
高
さ
に
ま
で
、
り
つ
も
っ
た
よ
う
に
い
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
）」
と
詠
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
五
、
お
わ
り
に
「
乘
如
禪
師
蕭
居
士
嵩
丘

」
詩
は
、「
靈
銘
」
の
側
に
刻
さ
れ
た
詩
題
の
一
部
か
ら
斷
す
る
と
、
王
維
が
乘
如
禪
師
と
蕭
居
士
に
寄
せ
た
詩
で
あ
っ
て
、
本
來
長
い
詩
題
が
付
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
と
こ
ろ
が
早
い
段
階
で
そ
の
長
い
詩
題
は
省
略
さ
れ
て
「
寄
如
和
蕭
居
士
」
と
い
う
詩
題
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
は
王
縉
上
奏
本
の
稿
本
の
段
階
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
「
寄
如
和
蕭
居
士
」
と
い
う
詩
題
が
鈔
寫
を
繰
り
す
う
ち
に
、
寫
や
付
加
が
行
わ
れ
て
、
宋
本
以
來
行
し
て
い
る
「
乘
如
禪
師
蕭
居
士
嵩
丘

」
と
い
う
詩
題
に
改
變
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
詩
は
、
王
維
が
「
嵩
丘

」
に
た
ち
よ
っ
た
際
の
作
品
で
は
な
く
、
王
維
が
「
嵩
丘

」
を
訪
れ
た
と
き
の
こ
と
を
回
想
し
つ
つ
詩
に
詠
じ
、
そ
れ
を
禪
師
と
居
士
の
も
と
に
り
屆
け
た
作
品
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
「
嵩
丘
の

」
と
は
、
嵩
岳
太
室
南
麓
に
あ
る
嵩
岳
寺
で
あ
っ
た
と
斷
さ
れ
よ
う
。
當
時
の
嵩
岳
寺
に
は
「

味
泉
」
の
故
事
が
殘
る
流
泉
が
あ
り
、
ま
た
石
牀
や

ま
で
も
い
隱
す
ほ
ど
の
嵩
高
い
々
が
た
く
さ
ん
植
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
禪
師
と
故
事
に
寄
せ
た
詩
の
中
で
、
王
維
は
こ
の
流
泉
や
葩
か
ら
想
さ
れ
る
佛

・
奇
瑞
故
事
を
用
い
な
が
ら
、
特
に
禪
師
の
法
力
を
贊
美
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
「
靈
銘
」
の
文
を
手
が
か
り
と
し
て
、
詩
題
の
校
訂
と
「
嵩
丘

」
の
在
の
特
定
、
詩
語
の
考
證
を
行
っ
た
。
こ
の
詩
の
制
作
年
代
や
乘
如
禪
師
・
蕭
居
士
の
人
物
像
な
ど
に
つ
い
て
は
、
續
稿
で
詳
し
く
檢
討
し
た
い
。
【
】
（
１
）
日
本
中
國
學
會
、
二
〇
〇
六
年
十

（
２
）
『
嵩
岳
文
獻
叢
刊
』
第
三
冊
、
中
州
古
 出
版
!、
二
〇
〇
三
年
（
３
）
『
嵩
岳
文
獻
叢
刊
』
第
一
冊
、
中
州
古
 出
版
!、
二
〇
〇
三
年
（
４
）
「
雨
」
の
條
に
は
、
同
じ
く
五
、
六
句
が
王
維
の
詩
と
し
て
"げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
天
親
」「
白
烏
下
」「
#
$」「
鳴
磬
」「
石
牀
」
「
石
牀
」
の
各
條
で
も
王
維
の
作
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
詩
の
句
が
"げ
ら
れ
て
い
る
。
王
維
の
乘
如
禪
師
に
寄
せ
た
詩
と
そ
の
%邊
（
上
）（
&田
）
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（
５
）
中
國
書
店
、
一
九
九
三
年
（
６
）
「
中
岳
沙
門
法
如
行
」
（
陸

『
金
石
續
（
二
）』
卷
五
收
載
）
で
は
、
法
如
は
永
昌
元
年
七
に
五
十
二
で
示
寂
し
た
と
刻
さ
れ
て
い
る
。
（
７
）
『
河
岳
	靈
集
』
で
は
詩
題
を
「
宿
大

禪
師
満

如
闍
黎
廣
心
長
孫
錡
」
に
作
る
。
（
８
）
『

文
』
卷
二
六
三
（
９
）
儲
光
羲
の
詩
に
「
至
岳
寺
大

大
照
禪
上
上
人
」
が
あ
る
が
、
儲
光
羲
は
嵩
岳
寺
に
あ
る
大

禪
師
と
大
照
禪
師
の
兩
に
詣
で
て
、
持
の
上
人
に
自
ら
の
詩
を
上
し
て
い
る
。
儲
が
こ
の
詩
を
作
っ
た
頃
に
は
、
乘
如
禪
師
は
長
安
で
臨
檀
大
の
地
位
に
あ
り
、
上
人
が
嵩
岳
寺
持
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
崔
の
詩
は
、
大
照
禪
師
の
に
つ
い
て
は
言
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
大
照
禪
師
在
世
中
の
作
品
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
儲
詩
の
題
に
上
人
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
來
「
古
上
人
」
で
あ
っ
て
「
古
」
字
が

し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
「

嵩
山
會
善
寺
故
景
賢
大
師
身
石
記
」
に
は
書
丹
し
た
人
物
と
し
て
「
沙
門
古
」
の
名
が
見
え
る
。
さ
ら
に
こ
の
身
石
記
の
頭
に
は
、
「
大
師
諱
景
賢
、
菩
提
大

法
胤
也
（
大
師
諱
は
景
賢
、
菩
提
大


の
法
胤
な
り
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
大

禪
師
の
弟
子
の
身
石
記
を
書
丹
し
た
侶
で
あ
る
か
ら
、
大

禪
師
の
法
統
に
屬
し
て
い
る
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
王
維
の
詩
「
留
別
山
中
古
上
人
兄
并
示
舍
弟
縉
」
の
古
上
人
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
と
察
せ
ら
れ
る
。
（
10）
小
川
樹
・
留
春
雄
・
入
谷
仙
介
譯
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
（
11）
創
文
、
一
九
七
六
年
（
12）
中
書
局
、
一
九
九
七
年
（
13）
四
川
人
民
出
版
、
二
〇
〇
三
年
（
14）
 （２
）
!
"書
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
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